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《研究ノート》
今治綿ネル業における一織物工場の設立事情
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は　じめに
　われわれは，わが国における工業地域の形成過程に関する研究の一一環として，わが国の
地方工業地域の著例をなす今治綿工業地域を対象とし，そこにおける綿織物業の発展と綿
＝L業地域の形成過程についての検討を行なってきている。筆者はすでに別稿において，ま
ず，『明治四十五年主要工業霊室』ならびに「織物指定特別調査」によって，在来綿織物
業のなかで明治期において最も発展的様相をみせたもののひとつである綿ネル業の和歌山
につぐ地位にあった愛媛の綿ネル生産は小「工場」生産をもって特徴づけられることを
みた後，従来，明治33年の有力綿ネル業者による力織機動力起毛機の導入を指標として
今治綿ネル業における産業革命期とされる明治後期は，実は多数の小「工場」が農村部に
籏生し，それらが今治綿ネル業者によってその分工場として編制されているという時期で
あり，ここに明治期に急速な発展をとげた今治綿ネル業の特徴があろうことを指摘し，特
異な分工場形式をも含めた工場生産形態をうみ出した諸要因の検討が．今治綿ネル業史研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）上における主要な課題であるとしてきた。その後，われわれは既存の文献や官庁統計にも
とずいて，生産形態の推移を吟味して発展の諸段階を画定し，各時期の綿業者の存在状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）についての詳細な検討を行なってきているが，設定した論点についての多面的な検討を行
ない櫓ていない。われわれは当面この工場形態をとって展開した今治綿ネル業における機
業場（マニュファクチュア・工場）成立・存続の資本的条件の検討を行ないたいが，流動
資金調達の前提となる原料糸の購入・代金支払方式，製品の販売・代金受払方式，金融機
関の実態と綿羽業者との関連などが後に述べるような一般的事情として把握されるにとど
まっている現段階では，それを本格的に行なうことはきわめて困難であるといわざるを得
ない。本稿は，このような状況のなかで，たまたま設立期の文書を残している一織物工場
についてその設立事情を検討し，上述の課題究明の手がかりとしtいというものである。
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工　綿ネル機業場設立に関する一般的事情
（1）今治綿ネル業における生産形態の推移
　前述のごとく本稿は一織物工場の設立事情を検討することによって，今治綿ネル業にお
いて特徴的な「工場」　（マニ＝ファクチュア・工場）の設立・存立の資本的条件をあきら
かにする手がかりとしたいというものであるが，本節にわいては，まず，その一般的事情
について概観しておきたい。
　明治19年に和歌山より移植された綿ネル生産は，生産上の改善，市場開拓等により次第
に発展していくが，明治27・8年の日清戦争の頃に軍需要の増大，海外市場輸出の開始等
の市場拡大を契機に急速な生産拡大をみせる。それは綿ネル業者の増加，綿ネル機業場の
設置・その規模拡大によるところもあるが，しかし綿ネル業者による分工場設置におうと
ころが大きい。明治20年に創業し，37年廃止まで存続する村上綿練合資会社（村上熊太郎）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）はこの創業期の今治綿ネル業者を代表するものであるが，明治26年以来「村落へ分工場
を増設」し，29年7月目会社組織への変更と同時に「又々地方へ拭拾有余の分工場を増
設」，解散した伊予織布株式会社の本分工場を買収，　「其後引続き本年〔明治35年，引用
者〕に至る迄の間に於て尚二十有余の分工場を設け，現今処有するもの工場四十八ケ所，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）壼出面百六十余台の織機数となり，一ケ年生産額七万戴千余反」，という同綿練に関する
記述や，終始今治綿ネル業の申心となってきた阿部合名会社の「明治裁拾九年来参拾戴年
に至る聞に記数ケ村へ分工場を増設し，数百台の織機を据心付け大ひに綿子ルの製織に力
　　（5）めたり」という記述にみるごとく，この時期に多数の分工場が設立きれていく。
　明治33年には有力綿ネル業者である村上綿ネル，興業舎（柳瀬義明），阿部合名会社に
おいて動力起毛機が導入され，一それらが機械起毛に移るとともに動力起毛機をもたない綿
ネル業者も彼らに起毛を委託するようにな’り，ここに今治綿ネル業は機械起毛段階に移る
（6）
が，この動力起毛への転換を契機に分工場がいっそう増設されていくのである。阿部会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）は同時に力織機を採用して一挙に機械制工場生産へと転換するが，それはこの時期の今治
綿ネル業における近代工場生産への転換のwe一一の例であって，他はいずれも手機による分
工場を設認し，それによって生産を拡大していくのであり，これが明治40年代末にいたる
時期の今治綿ネル業における著しい特徴をなすのである。
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　ところでこの分工場をも含む工場の推移については葛西大和氏による群細な検討．があ
る。それによると，本工場における原動機導入、・力織機の採用，分工場の廃止がすすんだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）大正期になると，大規模な織物工場が多数存在するようになるが，それ以前にもかなりの
規模の機業場が存在していた。いま『県統計書』の個別工場欄から各年の職工IOO人以上
の織物］：場をあげると第1表のようになる。明治28年の興業舎の446人を最大としてその
規模はかなり大きい。しかもそれは明治35年の矢野合資会社工場300人が宮窪村にあり，
それは島娯部にも存在していることになっている。このように個別工場欄の記載には大規
模工場がみられるのであるが，その存在はかなりうたがわしい。まず，数少ない当時の文
書類ということではあるが，それらに大規模工場の存在を記したものはみあたらない。例
えば，明治32年2月に今治町のエ：場としてあげられているもののうち織物工場としては，
岡田織布工場（男2，女49），阿部合名会社（男13，女30），同今治分工場（女20），村
　　　　　　　　　　　第1表　職工100入以上の工場数の推移
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註1）各年度のr愛媛県統計書』，但し，明治29，31，32，33，34年は各年度の
　　　『愛媛県農商工統計年報』，明治42年は『明治42年工場通覧』より作成。
　2）　（）内はうち力織機を使用するもの。上記史料には原動機使用の有無が
　　　記載されているが，菅原利鋒『今治綿業発達史』，本稿註（6）参照，等に
　　　より力織機使用工場のみを摘出した。
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上綿練三ノ丸分工場（男8，女エ0），同東分工場（男23，女96），高橋織布北新町工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）（女35），同今治村工場（男8，女52）であって，村上綿練のみが個別工場欄での村上綿
練会社］二場のl12人（内男32）にほぼ一致する大規模工場として記されているが，個別工
場欄にある334人の興業舎も，155人（内男5）の矢野綿ネルエ：場も，230（内男5）人の
湯山織布工場も記されていない。このように同時代の他の文：：i聖こはみられないこの個別工
場欄にあらわれている大規模工場の多数の職工：数は分散した機業場のそれを合計した数字
であるものがかなりあるように思われる。例えば，明治28年には伊予木綿株式会社は職工
411人であってその規模は大きいが，前年の明治27年の個別コ：：場欄によると，伊予木綿株
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式会社（今治町）は日吉村に職工llO人の（今）織布工：場のほか，宮窪分工場（120），本
庄分工場（30），小鴨部分工場（35），小泉分：工場（25），拝志分工場（25），中浜分工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）（65）となっていて，28年とは大きく異なっている。両年度には記載上大きな差異がある
が，実態は27年のごとくに各地に分散しているもので，28年の411人はそれを一括した数
字：であろう（さらには，1弼治27年の職工120人という宮窪分工場の大きい職工数は分散し
た機業場の職工数の合計であろう）。こあ伊予木綿株式会社は製造品目白木綿であって綿ネ
ルではないが，綿ネルの場合にも同様の記載が行なわれているものが少くないように思わ
れる。さらに，仮にこの大規模工場が存在するとしても，それは必ずしも織布工場ではな
く，晒・染色等の原糸加工や起毛工程のウェ．イトがたかいものが多かったものと思われ
　Gl）
る。このようにみてくると，個別工場欄の大規模織物工場は必ずしもそのままの存在では
なかったものといえるであろう。
　これらの大規模工場を除くと，分工場をも含めた工場の多くは20～29人を申心にその前
後であり，綿ネル工場の多くはせいぜい織機50台程度以下であったろうと思われる。
　おびただしい数の分工場はその規模が10～20人程度，織機10～20台程度のものであっ
た。この分工場については，記載上は今治綿ネル業者＝本工場主を工場主としているが，
これは本工絶叫のものではなく，各地に設立された機業場が綿ネル業者によって分工場と
して掌握・編制されたものであろうとしてきたが，その後の検討によってその予想どおり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）に農村部における小機業財主のものであることがあきらかとなっている。
②　綿ネル機業場設立の資本的条件
以上が綿ネル生産者の存在形態であるが，これをふまえて，以下，綿ネル生産者の存立
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の資本的条件を検討してみたい。
　主として今治町あるいは隣接する日吉村に本工場を有する今治綿ネル業者の場合，その
工場設立のための資金は決して小さいとはいえなかったで働ろう。阿部・興業舎・村上綿
ネルの場合は動力起毛機を設備しており，阿部の場合は織機も力織機であってその経費は
彪大であったろう。明治37年であるが，阿部会社工場は力織機70台，起毛機を設備し，糸
紹，整経から織布，起毛までをすべて機械制生産として行なうが，この工場に投下した資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）金は，　「土地・轡屋・蒸汽機関・器械機其他一切で四万円」といわれている。興業舎・村
上綿練の場合は織機はすべて手機であり，その固定資本投下ははるかに小さいであろう
が，その多くが晒および染色工程の設備を有していたであろうから，そのための資金も加
わって，全体としては決して小さいとはいえなかったであろう。とはいえ，多くの綿ネル
業者はその本工場の規模はせいぜい職工50入程度以下であり，仮にこれがすべて織布工で
あるとして手機50台程度以下であって，さらにそれに晒および染色工程設備が加わるとし
てもそれは起毛機を設備する場合に比して，さらには力織機を設備する場合に比してその
資金ははるかに小さいものであったろう。これは島嗅部の分工場の場合であるが，明治40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）年に瓦葺31坪の工場建物が強風で顛倒，20台の織機も悉皆破損，その被害額は400円とい
う記事があり，これが機業場の設立にあたって必要とする資金額を推測するうえでのひと
つの手がかりとなる。すなわち，明治末年にいたるまでの綿ネル本工場の設立に要した資
金は，起毛機を設備した阿部会社，村上綿練，興業舎をのぞいては，決して小さいとはい
えないにしても殊更に彪大なものであったというわけではなかったであろう。今治綿ネル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）業者の多くは商業都市今治町の商工業者であって，綿ネル機業場（本工場）設立の資金は
それらの営業の蓄積から転用されたものと推定し得るのである。多数の分工場は綿ネル業
者＝本工場所有者の6のではなく，農村部に出現した小機業家層のものであって，織機2Q
台程度の機業場設立資金は彼らによって投下されたものであろう。
　今治綿ネル業者のうち阿部会社，興業舎，村上町練は起毛機を採用していてその資金は
大きかったであろう。阿部会社のごとく力織機も導入した場合には工場設立資金は4万円
という莫大なものとなっている。これら三者のうち，阿部会社は明治29年4月に合名会社
となっており，また村上綿練は29年ll月に合資会社となっていて，たんなる個人企業から
脱却している。前者は従来からの商工業者であった阿部利三郎等の今治町の一族の出資に
よるものであり，後者は大阪・神戸の商人も出資しており，両者とも必要な資本金はこの
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　　　　　　　　　　　　　（16）ようにして調達されたであろう。興業舎は明治40年に株式組織に改められるまで柳瀬義明
家個入のものであったが，伺家は今治町屈指の大商人であり，また越智郡第一の大地主で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）あって，その資金は十分出資し得たであろう。
　分工場については職工数ユ0～20人で，ここには晒・染色設備は必要ではなく，したがって
機業場建物と10～20台程度の織機を備えればよく，それは最多額でも400円ぐらいとみてよ
いであろうか。これら分工場の設立・所有者はその多くが村落上層＝小土地所有者層であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）って，小屋掛程度の機業場を設立し，手機20台を備えることは可能であったと思われる。
　明治40葎代に入ってからこの今治綿ネル業者二本工：場に力織機の導入がひろくみられ，
また力織機をもっての新規に工場を設立する動きがみられはじめる。力織機の値段は1台
120円　（明治32年阿部会社における英国製ブラットブラザース式導入時），あるいは，
200円（明治40年伊予織布合資会社における英国製ヂッキンソン式導入時）といわれてお
（19）
り，附属品をも含めた工場への転換は従来の手機段階とは異なって大きな固定資本を要し
たであろう。旧来からの綿ネル業者についていえばそれまでの営業蓄積によったところが
大きかったであろうと思われる。従来からの綿ネル業者の共同出資によって設立された工
　　　　（20）場もある。このほかにこの時期に一挙に機械制工場を設立して創業するものが少なからず
あらわれてくる。葛西大和氏の『県統計書』個別工場欄からの整理によると大正2年頃多
　　　　　　　　　　　　（21）数の新規工場があらわれるが，当時の新聞紙上にも「今治のタオル好況，最近各村落にタ
　　　　　　　　　　（22）オル工場新設あいつぐ」，「今治の綿ネル・綿布工場の新設・拡張のもの多く，織機千台
　　　　　（23）　（24）増設の見込」，　「今治の織物工：場の新設二二（力織機六一台），拡張八（力織機五八二）」
という当時の状況が記されている。そしてこのようなコニ場の設立事情については，このよ
うな工場は「附近村落などのお百姓連や同布中の商人連」が儲けに目がくらんで，「お百
姓連は先祖伝来の田畑や山林を人手に渡し，叉商人連にあっては遣繰算段をなし，高利貸
の金を借りたりして，我先にと機業に手を出し」，「故に藪一両年の聞に今治には右の如
　　　　　　　　　　　　　　（25）き俄か機業家が恥しく増加した」，と述べている。ここで「お百姓連」と表現されている
ものは，田畑山林を所有しているのであり，小土地所有者であろう。ここにはこの時期の
機業創業＝力織機使用工場設立が小土地所有者によってなされたことを示しているのであ
る。小地主資金の転化によって綿ネル工場が新設きれたといえるであろう。
　以上は機業創業にあたっての資本的条件についての多分に推測をまじえた見当づけであ
るが，これらの点についての具体的究明を行なっていくことが課題となるのである。
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　（3）綿ネル生産における原料糸購入・製品販売事情
　以上が固定資本であるが，つぎに流動資本について概観しよう。これについては，生産
費の7割を占めるという原料糸の購入・支払方式，製晶の販売・受払方式，あるいは綿糸
聞屋等からの信用授与・資金融通＝金融，さらには金融機関との関連等があきらかにされ
なければならないであろう。ところで，わが圏の主要機業地については明治後期から大正
期にかけての時期に農商務省，日本銀行支店，高等商業学下等による調査書や，同業組合
による沿革誌等が作成され，当時の流通過程や金融の実態について知る手がかりを与えて
　　　　（2G）　’くれるが，ここ今治綿機業については農商務省の『明治45年主要工業概覧』の綿ネル業中に愛媛県綿ネル業が記述されているほかは調査等のなされたあともなく，当時の実態を知
ることはいつそう困難である。以下，断片的なものによりながら整理していく。
　原料糸の購入方法，製晶の販売・代金の受払方式については，大鳥居蕃氏が昭和］．3年の
統制以前の状況としてつぎのごとき叙述を行なっている。
　原料糸の仕入先は全部大阪の綿糸商であって，紡績会社との直接的取引は絶対に行なわ
れない。大阪綿糸商は今治地方に出張所を置いており，本店からの刻々の綿糸相場と指令
　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）を受けた出張員が機業者と取引をする。このように綿糸商を経て綿糸は仕入れられるが綿
糸の引渡しそのものは「会社渡し」と称して紡績工場より機業者に直接引渡される。今治
市内に工場を有する場合はそこで引渡され，今治市内に工場のないものは今治埠頭に荷捌
　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）所を設け，そこで引渡しが行なわれる。このように綿糸は仕入れられるが，綿糸代金の支
払方式1ごついては一切記されていない。
　製品の販売・代金の受払方式についてはつぎのごとく述べられている。
　今治綿製品の配給系統は比較的簡単であるとして，輸出向と内地向，広巾物とタオルの
それぞれについて記している。輸出向広巾物（綿ネルを含む）は産地業者から大阪問屋を
経て，または直接に阪神輸出商に売込まれ，海外との直接取引ならびに地元今治聞屋を経
由することはほとんどない。輸出向タオルの場合も，「満州・野晒」方面に僅かばかり直
輸出が行なわれることを除いて，ほぼ同様である。ネルを含む内地向広巾物，内地向タオ
ルの場合は，大阪・名古屋等の中央問屋を経由するもの，各地需要家に直接売込むもの等
種々であるとし，後者は前者に比して地方直接売が比較的多いとしている。また前者には
一部有力機業家にほとんど専門的に軍需関係の製織に従事し，軍部と直接取引をなすもの
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もあるという。なお機業者と閥屋等との関係についてであるが，輸出向広巾物の場合は機
業者と中央（大阪）問屋ないしは直輸出商との間には親会社に対する子会社，その他の資
本的ないし金融的繋属関係をもっているものが相当あり，したがって売込筋は一定してい
たのに対して，輸出向タオルの場合はタオル業者は大阪闘膠ないし輸出商との関係におい
て比較的自由であり，売込筋を選択変更し．7もし欲するならばすすんでこれら中間商人を
　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）排することも可能であった，としている。
　以上が製晶販売ルートであるが，綿布の生産は主として注文生産によったとしている。
すなわち，今治機業者の生産する綿製品の大部分は注文をまって生産される「注文生産
品」で，とくに輸出物についてはそうである。ただ内地物，ことにタオルについては「見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）込生産」も相当行なわれ，したがって手持商品の売込みも行なわれる，としている。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）点については当時の新聞記事にもみられるところである♂輸出向広巾物，タオルは一般に
「注文生産」を主とするために，取引は先物，ことに2カ月ないし3カ月契約が最も多か
ったが，内地向広巾物・タオルはこれまた「注文生産」が主であるために先物取引が多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）が，タオル等については「見込生産」も相当行なわれたので，現物取引もみられた，とい
う。
　代金の決済についてはつぎのように述べている。代金の決済は現金による場合もあるが
主と1して手形によった。手形は製晶売手である機業者が振出し，買手である申央・地方の
問屋・小売商ないし輸出商を名宛人とした為替手形であったが，「クリーン・ビル」　（商
業手形）が多く用いられ，荷付為替手形が用いられることは比較的少なく，とくに中央の
問屋宛の場慣にはほとんど用いられない，用いられるのは主として新規取引先に対する瀬
踏みの場合である，という。なおとくにタオル機業者としているが，機業家が地元銀行で
割引金融を受ける「クリーン・ビル」はほとんどすべて未引受であるが，それは代金決済
の遅延1決済上の不便をさけるためである。しかし空手形との区別がつきがたいので，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）の割引の際には原則として「出荷証明書」の添付が銀行より要求される，としている。
　ここにも関説した金融機関との関連であるが，ここ今治には第五十二銀行今治支店と今
治商業銀行が所在していた。前者はつとに明治18年に支店が出されていたが，明治20年代
の綿ネル業の勃興を背累に設立されたのが今治商業銀行であった。明治26年に設立きれた
今治銀行が，明治29年設立の今治商業銀行を吸収合併し，今治商業銀行と改称して発足す
　　　　　　　　　（34）　（35）るのは明治33年である。阿部一族を主要役員とする前者と，地方地主を役員とする後者の
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合併によって発足したこの今治商業銀行は，まさに今治地方の金融機関の中核としての役
割を果すが，それは急速な発展をとげた今治綿ネル業と深くかかわってきたことはいうま
　　　　　　　　　　　　　　　（35）でもなく，その規模の著しい拡大はそれに対する旺盛な金融活動を反映したものといえる
であろう。『愛媛新報』は随所に綿ネル業と銀行との関連についての断片的な記事を掲載
　　　　　　　　　　（37）してきているのであるが，大正3年の不況期には綿ネル業者に対する低利貸出しを行なつ
　　　　　　　　　　（38）　（39）てこれを救済することや，大正9年の戦後不況期には貸付停止を行なうことなどが新聞紙
上に報じられているが，これはこれら銀行が融資機関として積極的に関与してきたことを
示すものといえよう。なお大正9年には日本銀行による融資をうけた地方銀行が機業者を
　　　　　　　　　　　　　（40）救済することが報ぜられており，日本銀行がその背後にかかわっていることが示されてい
る。
　以上今治綿ネル経営成立の資本的条件をめぐっての検討を行なってきたが，目下のとこ
ろは上述のごとく多分に推測をまじえた一般的叙述にとどまらざるを得ない。このような
なかでわれわれは一織物工場の設立期に関する若干の文書類をみることができた。本節で
は一般的叙述にとどまった綿ネル経営の成立・存立の資本的条件を究明するうえでのひと
つの手がかりを得ることを意図して，以下，この織物工場の設立事情をみていぎだい。
　　2　今治綿ネル業における城南織物工場とその概略
（1）今治綿ネル業における城南織物工場の位置
　今治綿ネル業は既述のごとく，日清戦争を契機とする急速な発展のあと，明治33年の有
力綿ネル業者における動力起毛機の導入をもってあたらしい段階に入った。この年に阿部
会社は同時に力織機を導入して工場生産に転換したが，この時期の今治綿ネル業にみられ
る著しい特徴はこの有力綿ネル業者における動力起毛機の導入を契機として多数の分工場
（手磯による機業場）が設置されていったところにある。今治綿ネル業者の本工場に多数
の分工場が結合する形態が基本的であった。明治40年代に漸次力織機が普及し，力織機使
用工場が設立されるが，分工場形成はなお明治末・大正初年まで広汎に展開している。工
　　　　　　　　　　　　　　　（4］）場推移を示す葛西論文の表によると，大正2～3年に大きな変化がみられる。それは工場
数の著しい減少であり，それはとくに分工場数のそれである。工場数は減少するがその規
模は拡大し，明治38年をさかいに増大している男工割合もいっそう増大している。この両
年の原動機使用工場の数はあきらかではないが，この間にそれがいっそう増大しているこ
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とはまちがいない。明治40年代に入って広汎となった動力化がこの時期に一挙に進展し，
工場制工業が確立しているのである。
　「今治機業界の近況」という一新聞記事は当時の機業の一般的状況を述べた後，「今新
規開始者並に増機の概況を示せば左の如し」としてつぎのように記している。
　城南綿ネル工場　新たに鉄機50台を据へ付け綿ネル製造をなすべく運転しつつあり
　伊予織布会社　織機80台を増加し機械据へ付け申なりしか完了を告げしょり不日運転を
　　なす筈
　株式会社興業舎　百台の増機にして目下機械下荷着中に属し据へ付け終り次第運転を開
　　回す
　黒川臼布工場　白木綿製織にして原田式織機50台の増設目下機械類着荷申なれば遠から
　　ぎる内に運転
　今治機業会社　80台の増機にして目下家屋増設中なり　織機据へ附けを終れば帯芯木綿
　　の製造に着手する筈なり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）　欄外愛媛綿布株式会社を始め四五の工業福祉に干て増機の計画をなしつつある由なり
　この記事にみられるように，この時期に綿ネル業者本工場における力織機の導入による
機械制工場設立とともに少なからぬ新規創業者があらわれるのであるが，この時期に一挙
に力織機使用工場を設立して創業した後者のひとつが以下にとりあげる城南織物工場であ
る。
②　城南織物工場の概観
　当時の新聞における今治綿ネル業の活況を示す記事にもその名がみられたこの城南織物
工場の推移を，『県統計書』個別工場欄，『工場通覧』によって整理すると第2表のよう
になる。この間の職工数には多少の増減があるが，終始原動機を一台使用する綿ネル工場
である。起毛については後年他の綿ネル業者との共同出資で起毛会社を設立するまでは委
託起毛に出しているが，これを除いてすべてを行なっていた。大正3年は4月創業にもか
かわらず，同年の営業日数は235日であり，周年操業を行なっている。
　職工51人，生産額60，000円，営業日数235日という記載がなされているこの一織物工場
の具体像はこの数字のみからでは容易にクローズアップ。しないが，以下，まず同家に残る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）文書類によってその実態を示しておきたい。同家の「工場財団所有権保存登記申請害」
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（大正3年！2月）中の「財産目録」によってみていく。
　工場の所在地は今治町に接する日吉村蔵敷であり，近くに蒼社川が流れている。現当
第2表　城南織物工場の推移
調査年月日 工場名称 製 品隊年胴鋤1工駐名
大正3年！2月311ヨ
5，　12．　31
6　．　12．　31
7．　ユ，　1
7　．　12．　31
8．　L　　1
9．　！．　1
城南：：〔場
城南織物工物
城南織物工場
城南織物工場
城南織物工場
城南織物工場
城南織物工場
綿ネル
綿ネル
綿ネル
足袋裏ネルJ白綾
尺六藍棒，大正布
広巾綿布
夏綾，縞三綾，大巾
大正布，尺八一三綾
足袋裏，晒三士及
縞三綾，白練
四坐麟
3，　4
3．　4
3．　4
3．　4
日吉村
日吉村
日吉村
日吉村
日吉村
日吉村
正岡　七重
平尾亀太郎
平尾亀太郎
平尾亀太郎
平尾亀太郎
平尾亀太郎
平尾亀太郎
平尾亀太郎
職工数（劉原動力
・・人㈹
・・4（1995）
98儲）
98（1880）
62　（1602）
62　（g：）
59（950）
他1－12
他1－15
他1－15
他1－15
瞬剛生産釧生産細蜘
　　　　　　　　円　　　　反
　　　　　　　　　　　　　　＠60，000235 E1
72，643
2工0；914
1フ8，472
22，701
20，029
?
＠
＠
＠
＠
＠
註1）史料はつぎのとおりである。
　　①『大正3年愛媛県統計書」，②r大正5年愛媛県統計書』，r大正5年工
　　場通覧』，③「大正5年愛媛県統計書』，④r大正7年工場通覧』，⑤r大正
　　フ年愛媛県統計書』，⑥『大正9年工場通覧』，⑦『大正10年工場通覧』。
　2）大正5年は県統計書は生産額，生産数量，工場通覧は創業年月，原動力を
　　　記載し，他は共通に記載がある。
　3）原動力欄他1・一12は，他より電力供給を受けるもの1台12馬力を示す。
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主の平尾正秋氏によると，今治町に近く，この蒼社川の水の利用上の便宜が所在地選定
の璽要な条件であったろう，晒加工後の水洗いに利用されたのはこの蒼社川沿いに流れて
いた幅4～5メートルの中ノ川で，工場はそこからユ00メートルぐらいのところにあっ
た，という。
　工場敷地は県道から入った道路に面し，三方を水田にとりかこまれた間口29．2間，奥行
IL5．6閥の広さ1反3畝24歩であって，水田であったものを埋めたてて工場用地としたもの
である。そこに事務所，倉庫，工場，釜屋，繹入場，食堂，便所がたてられている。
　箏務所は3間に5間の建坪15坪の木造瓦葺平屋建で，ここにはテーブル（木製）3個，
椅子（木製布張）5脚，金庫（鉄製）1個，反受台（木製）1個，秤量器（25貫掛金属製）
1個，電話機1個が設備されている。この事務所に接続して半舷の便所が附設きれている。
　事務所の奥に2．5間と3．5間の建坪8坪7合5勺の木造瓦葺2階建の倉庫がある。
　この事務所，倉庫の横に間口10間，奥行10間，建坪100坪の木造瓦葺平屋の工場があ
る。そこには電動機，織機，堅巻機，横巻機，整経機，巻返機等の機械設備や諸器具，附
属品が設備されている。その詳細は第3表のごとくであり，また工場内の配置図は第1図
のごとくである。
第3表　城南織物工場の工場三内の機械器具
種 類陣司箇数 製作者氏名又は名称 無作朝・
モートル機　　12馬力
ロバート式三号織機
　　　　　　　42吋???????????? ↓?↓? ????巻　　　機
巻　　　機
ヨ　ナ　ル
　し　　機
　し　　台
　　六十番
　五十二番
　四十八番
　直径46吋
溝4筋痛窪蚤320寸
溝2筋直径32吋
??????
鉄木製
鉄　　嘉
木鉄製????????
??
???????????????????
2個
京都奥村電気商会
莫国ロバートホール会社
大阪市神谷鉄工所
大阪市神谷鉄工所
英国ロバーートホール会社
大阪市神谷鉄工所
今治町松原高之助
英国ロバートホール会社
　　　同　　　上
　　　同　　　上
今治渡辺鉄工所
　　　同　　　上
　　　同　　　上
一l17一
大正3年1月
大正2年ll月
大正2年12月
大正2年12月
大正2年ll月
　不　　詳
大正3年1月
大正2年ll月
　同　　上
　同　　上
大正3年1月
　同　　上
　同　　上
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シャフト
2吋7分半6吹ノモノ
シヤフト
2吋5分　6沢ノモノ
シヤフト
　吋7分1駅ノモノ
シヤフト
　吋7分19呪ノモノ
カップリング
穴径2吋2分工吋7分
カップリング
　　　　　穴径吋7分
ブラケット
　　メタル径2吋5分
ブラケット
　　メタノレ径2吋5つ｝
ハンガー
　　　メタル径吋7分
ガイドプーリー
受皮引皮其他運転用帯
皮
取付ケボールト
（責帰国鮒属する器）
予備スプール
　同　　ボ　　ビ　ン
　同　　シャットル
　同　　ピ　ッ　カ　一一
制双
?????????????????????????????????????????
????
筆　　割
木　　製
木鉄製
皮　　製
???????
1000本
500個
100個
　5G個
??
????
????
???
????
??????
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　この工場の横に2．5間に3間，建坪7．5坪の木造瓦葺平屋の食堂があり，その奥に2間
に1間，建坪2坪の便所が設けられている。
　工場の面する道路ぞいに釜屋・紹入場がある。釜屋は10間に3間建坪30坪の木造瓦葺の
平屋である。ここの主要設備は窟1，糸r1西池2，器具は大釜2である。竃は2．5間に1．5
問の大きさで煉瓦セメント築造，糸晒池は7尺にユ0尺，7尺に12尺でともに煉瓦セメント
築造となっている。大釜は2石4斗入，1石8斗入でともに鋳物製である。
　この釜屋の横に総入場がある。4間に3間の建坪12坪の木造亜鉛板彗平屋である。
　以上がこの工場敷地内の建物であるが，まだかなりの空地がある。これは晒加工した糸
が中ノ川に運ばれて水洗された後に運び帰られてこの敷地内の空地で乾燥されたものと思
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第1図　城南織物工場機械器具配置図
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われる。後にみる「金銭出入帳」にはll月17日に竿竹360本分の代金が支払われているが
これが晒糸を乾燥するための千竿であったようである。
　起毛機は設備していない。平尾正秋氏によると，当初は委託起毛に出していたが大正8
年に田頭宗四郎，中村梅造との共同出資で旭起毛株式会社を設立，以後起毛委託もうけて
　　　　　（44）いた，という。
　大正3年4月にこの城南織物工場は正岡七重，平尾亀太郎両氏の共同出資によって設立
・創業するが，大正5年に正岡七重はその持分権のすべてをヰ尾氏に譲渡して脱退し，以
　　　　　　　　　　　　　（45）後，平尾氏個人の経営となった。平尾正秋氏によると，その後，国産織機10台を増設，ま
た大正7年頃に本家が設立，たちまちにしてつぶれてしまった平尾織布工場の織機44台を
ひきうけるなどして，合計84台となったという。さらに昭和2年には今治市蔵敷字：大坪に
あっt武田寅一氏所有の，大賀式織機（半木製）20台，経巻機（半木製），緯巻機（半木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）製）各1台，電動機（5馬力）1台等を設備した工場を買収している。
　なお，操業状況等をみると，大正5年，！日昼夜24時問，1カ月の休業日は4日となつ・
ている。甲乙二組の交替制で，昼下は午前5時30分より午後7時30分まで，夜組は午後7
時30分より翌日午前5時30分までである。目測は午前9時に15分間，正午に30分間，午後
4時に15分間の休憩耳聞と，正午をのぞいて休憩時間のほかに5分の掃除のための時間が
設けられている。夜組には，午後9時と午前4時1・Cそれぞれ15分間の休憩時問とS分間の
掃除の時間が午前零時に30分間の休憩時間が設けられている。毎日8日，16日，24日が昼
夜組交替日となっている。賃金は男工および見廻女工：は日給，其他は総て受負で，毎月末
　，　（4？）支払いとなっている。
　　3　城南織物工場の設立事情
（1）城南織物工場の設立経過
　この城南織物工場は既述のごとく，大正3年4月，正岡七重，平尾亀太郎の両氏によっ
て設立されたものである。平尾正秋氏によると，正岡氏は60才ぐらいで阿部会社支配入，
平尾氏は同じく阿部会社の工場長であった，という。平尾亀太郎氏は立花村鳥生の平尾幾
治の3男で，本四は3町歩ぐらいの田畑をもち，牛3頭，馬2頭をもち，男女の傭人をや
とい，それらすべてを自作していた，という。3男である亀太郎氏は6反歩の田地を分与
されたというが，高小卒業後，郡役所に勤務，土木関係の業務に従事，その後に阿部会社
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4g）に入り，技術関係の業務を担当していたという。
　さて，平尾正秋氏のもとに残されているこの城南織物工場の設立期の文書のなかで，最
も古いものは「大正2年4月起金銭出入帳」である。これは大正2年4月から翌年3月ま
での間に正岡・平尾猿引が工場設立のために立替支出したものを記載したものである。そ
の記載の仕方は，各人別に，月日，金額，使途が記載されるというものではあるが，一括
記入があって，費目導出支状況を厳密に算出することはできない。しかし，ほぼその都度
に記載されているこの支出帳の出金状況から，大正3年4月の工場設立・創業にいたる1
力年閲の準備過程を知ることができる。以下，まずこの1力年間の経過を追ってみよう。
　大正2年4月にはつぎの記載がある。15El「10銭　［コロ図面閲覧琴斗，4月30日　70銭　岡
田氏より帰路魚岩にて一酌料，4月15E［5銭　1尺曲尺1本代，がそれであるが，はじ
めの2項は正岡氏立替分の個所に，最後のものは平尾氏立替分の個所に記載されている。
図面閲覧と曲尺購入という工場設立の開始にあたって周到さを思わせる金銭支払上のスタ
ートであり，また，4月30日の一酌料も後にみるようにこの城南織物設立にとって重要な
課題の解決の見透しがついて，訪熱心の岡田宅からの帰路に安堵の一酌をくみかわしたも
のと思われ興味深い。
　5月にはl！件の記載がある。金額の大きいのは合計20円におよぶ2件の跡地償費であ
る’Bこの城南織物工場は水田を借地し，それに土盛りして工場用地としているので，それ
と関連があるものと思われるが，仔細はあきらかではない。
　6月は胃石運搬費からはじまっている。！8日には古校舎代森井兵助手付金，6月2！日に
は74円50銭石垣費及□□，6月25日には敷地砂四丁がある。水田を埋めたてて工場用地と
するための石垣築造，土盛がはじまっていることがわかる．また建物用材としてであろう
が，古校舎の入手のための手付金が支払われている。この6月には15日，17日の2回にわ
たって大阪の広田商会あての電報代があるが，織機等はこの広田商会から購入しており，
この電報はそれにかかわるものであろう。
　6月にはじまったであろう工場用地づくり作業は，7月15日に事務所・釜屋建前酒肴入
費があることから，この頃までにすんでいるのであろう。6月18日の古校舎手付金につづ
き，7月5El148円52銭5厘同残金払，7月8日　25銭引賃ノ内，があり，この頃古校舎
材を入手し，運搬しているようである。7月18日には工場コンクリート代支払いがあり，工
場建物建設の基礎｛乍業がはじまっている。また，この頃からシャフト材料費の支出がはじ
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まり，機械設置の準備がはじまっていることを示している。
　8月には3回にわたり合計9QQ円の材木費が松原惣八渡しとなっていて，本工場設立の
手あてがはじまっていることを示している。
　9月には事務所完成，9月ユ2日には工場建前の酒肴料は工場建築がはじまっていること
を示しているが，この月，松原惣八渡しが目立つ。10月の同じく松原惣八渡しはこの本工
場建設費であろうが，同時に，シャフト，大釜等の購入費が一部前払いきれており，釜築
造費が支払われ，釜屋の内部，11月には雪隠建築費，食堂，紹入場受負内渡しが記され，
12月には紹入場建前，牛肉代金，釜築出来二一酒肴料等々があり，これらがユ2月中に建築
されているようである。
　この頃から418円り一ド・ワイヤロッド（12月18日），238円ビーム40本残（ユ2月27日），
380円モーター代金（ユ2月29日），1月27日430円竪緯巻機代金半額等が目立ちはじめ，ま
た1月25日下機30台分36梱水上運搬，仲仕払，93円50銭同上船賃積込賃保険料があり，機
械・器具の購入，到達等がすすんでいることを示している62月には4日にこの織機なら
びにセキショナルの代金の！部として3，200円が広田商会に支払われるが，18日には心皮
ボビン代等！00円谷口商店支払いなどがあり，機械・器具の購入がつづいている。
　1月から2月にかけては，このほかに，地代と賃金支払いを思わせる支出がでてくる。
1月22日，31日の2回にわたり清洲商店より合計！75円19美で米を購入，宮崎・水野行米
代としている。借地料は現物で支払われたというが，これがそれであろう。2月には給料
分として，山本20円，吉野8円，別府6円50斐，越智5円75美，また2月分2日分白石ト
ヨ，2月末迄8日半佐［］タキヨ，同上12日分渡辺力子，がある。
　3月になると，配電盤取付・機械油・諸皮・チエンヂ代・修理代などの機械器具の購
入，取付，修理費等が目につき，その金額も3月2Elの諸皮其他代金401円27美，3月5日，
6日のチエンヂ代諸白理代65円9曵等金額も大きく，機械取付もすんでいることを示して
いる。この3月には，13日97円25曵五十二銀行払込八代糸屑払，20日200円不破糸店ノ内
商業銀行払，3月23日1　40zz50斐不破糸店口今治商業銀行現払という原料糸代金支払いが
あり，原料糸も入手されていることを示している。2月目ひきつづいて3月19日には女工
彊嶋イシに賃金内渡1円という賃金支払いの記載があるが，今回は女工賃金内渡とあり，
あきらかに女コニ手配の終了していることを示している。目前にせまった操業開始の準備は
終了しているように思われる。
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　かくして3月30日，1年間にわたる準備期間も大詰となったこの日，65銭の牛肉代外現
払をしているが，1年閥をかえりみてささやかな慰労の会食を行なったのであろうか。こ
の支出をもってこの「金銭支出帳」における支出は終っている。両人の立替支出分は正岡
七重氏5，680円46SE　3厘，平尾亀太郎氏6，365円8！銭6厘となるが，これが両人の出資金
とされるのである。
　以上，『金銭出入帳』からこの城南織物工場の設立経過をみてきた。ここでは金銭支出
上の記載からのみであったが，一織物工場の設立がいかに多様で周到な準備を経てばじめ
て実現されるかをみることができたであろう。
②　城南織物工場の設立条件
　以上，1力年間の準備経過をみてきたが，本項ではこの城南織物工場の設立条件をみて
いこつ。
　（／）工場用地の確保
　工場用地はEl吉村大字蔵敷字茨ノ内1185番地で，地目田1反3畝24歩である。これは日
吉村大字蔵敷l17es　9の宮崎柳造氏の所有するものである。今泊町に接する日吉村に多く
の織物工場が設立されるのは，今治町に近く，また蒼社川沿域であることがその理由であ
るが，この城南織物工場も同様の理由でここに立地している。地上権の設定は大正3年3
F］　31日で，存続期間は大正3年3月11ヨより19力年間，地代は1丁年三宝米5石g斗6
升，地代支払輔は毎年、2月、1ヨより25日迄のHgdeしていぎ㌘）前項でみた「鐵　Ll入帳」
では，1月22日，3！日の2回にわたり清洲商店より175円19美で米を購入，宮崎・水野行
米代としており，現物で納入している。
　宮崎より借入した土地は水田であり，三方を水田にかこまれているこの土地を用地とす
るには土盛を必要とした。「金銭出入帳」にみた5月頃の石垣費，砂揚費はいずれもこの
工躯費であろう。6月21Ei石垣費及橋架ケ手つけ残石代共野間房治渡し，6月25日］、20円
56黄敷地砂揚費結田久兵衛渡し等の記載から，この6月下旬頃までにこの土盛は行なわれ
たもののごとくである。このように工場用地が確保きれ，やがてここに工場建物等が建設
されていくのである。
　工場がここに建設されたのは今治町に近いことがひとつの理由であったが，それととも
に重要なことは近くに蒼社川が流れていてその水を利用できることであった。この蒼社
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川沿いにそれからわかれた幅4～5メートルの中ノ川の水を晒加工後の水洗いに利用して
いるが，そのためにこの申ノ川筋の蔵敷地区の地主一同の承認を得ることを行なってい
る。大正2年9月16日付の「承認方申請書」を地主一同に提出し，羽藤清次郎等27名の承
諾を得ることができている。その全文はつぎのとおりである。
　　　承認方申請書
　今般我々両名ノモノ共同箏業トシテ蔵敷部落宇萩ノ内千百八拾五番地二於テ織物製造業
　ヲ営ミ候目付テハ総テ本部落各位ノ御同情ヲ被ムルニアラサレバ何事モ其目的ヲ達スル
　コト能ハサルモノト相信シ居り候而シテ右事業開始二先キタチ豫メ御承認ヲ得タキハ綿
　織物製造ノ．如キ其種類多シト錐モ就中綿ネールヲ製織スルノ場合ニハ其原糸ノ晒シヲ要
　シ候二付之レが字申ノ川筋上流二於テ晒シ方ヲ致度依之該川筋二関係ノ各位エ此事御謀
　り被下度而シテ旧来ノネール各工場ニアッテハ数十年来各位ノ御承知ノ如泉川筋二於テ
　晒シ来り候モ稲作等ヘハ柳モ障害之ナキハ論ヨリ証拠ナリ彼ノ泉川ノ下流ハ今治村及別
　宮ノ田用水ナルニ其上流二於テハ魑多ノ原糸ヲオル等ヲ日夜殆ント絶エ間ナク晒シッツ
　アルモ何等ノ支障モ之ナク候尤戸々一作物等へ害アリトセバ篤ト調査ヲ為シ果シテ有害
　ナリトセバ決シテ等閑二相附シ不申早速相当ノ処置ヲ採り柳御迷惑相川ケ中間敷二・付’酊
　然御評議ノ上何卒速二字承認アランコトヲ偏二希望致シ候也
　　大正武年九月十六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵敷区日野ノ内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城南織物工場主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正　岡　七　重⑳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平尾亀太郎⑳
　　　蔵敷区総代
　　　　　河上喜勢治殿
　（ロ）工場建物等の建設
　「金銭出入帳」からみると，7月15日　事務所・釜屋建前酒肴料入費，9月12日本工場建
前ノ酒肴料，9月27日　棟削回ヒ竹輪9本及マッチー箱代，U月28日　食堂建前披露牛肉タ
コ砂糖其他，12月12日　綴入場建前ノ牛肉代，などによって建物建築の時期的推移をみるこ
とができる。この建物建造については一部古校舎を購入していることを先にみたが，建物
建設は松原惣八渡しとなっているものが多く，松原惣八渡しとだけ記載されているものも
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この建物建築費用であろう。7月1EilOO円，7月26日100円材料代ノ内，8，月7日300円
材木代，8月12日400円材木代，8月31El　200円材木代ノ内，9月9日200円，9月20日
lOO円瓦代，9月30　El　150円，10月4El　lOO円，同El150匹】工躯費ノ内，！！月12　E［91円　受負
：金ノ内，ll月17日　51円90美，　ll月17　E1　5！円90斐工場食堂受負：金ノ残金皆済，12月20E［
100円食堂建築用，1月18E；150円紹入場建築代，等とその支払回数は多く，金額も大き
い。この松原惣八が工場建物建築をう．けおったのであろう。このほかに瓦代，石代等の材
料費や手間賃が随所に出ているが，工場建築費用はかなり大きいものとなってくるであろ
う。大正5年9月201ヨの損益計算書によれば，資産ノ部建物は3，609円となっている。
　㈲　機械・器具の購入
　「金銭出入帳」によれば，平尾支払として1，600円広田行織機セキシヨナル代ノ内，正岡
支払として同じく1，600円織機セキシヨナル代ノ内，があり，合計3，200円の織機・セキ
シヨナル代金が支払われている。この間の支出総額12　，　046　N27斐　9厘の約27％に達する大
きなウェイトを占めている。「金銭出入帳」にはこのような記載があるのみであるが，こ
の織機等の購入はつぎのように行なわれている。
　購入先は大阪の広田商店であるが，この広田商店主広田慶太郎と正岡七重・平尾亀太郎
両氏との聞にとりかわされた大正2年6月16日付の「機械売買契約書」が残されている。
その全文をあげよう。
　　　機械売買契約書
　今般愛媛県越智郡今治町正岡七重及平尾亀太郎ノ両名ヲ甲’トシ大阪市西区薩摩町南之町
　廣田商店主廣田慶太郎ヲ乙トシ機械売買ノ契約ヲ締結スルコト左ノ如シ
　　第四條　甲ハ左記ノ通り乙二注文シ乙ハ之レヲ海外ヨリ輸入シ甲二供給スル事ヲ承諾
　　　ス
　　　英匡1製ロバートホール会社製造
　　　一改良上打力織機　BH3型　参拾台
目　　　箴間四拾武吋，平三ッ三門四ッ綾装置付ニシテ松宮兄弟商会運転申ノモノト同一
　　　　トス但シ錬鉄製「ヤーンビーム」及之レニ附属スベキ「マリエブルフレンジ」ヲ
　　　　除ク
　　　　此代金五肝六百四拾園也　壱台二付金百八拾八圓ノ割
　　　一部分整経機　　　　　　壱台
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　　　　此代金七百六拾五圓也　但シ松宮兄弟商会二運転中ノモノト全型
　　　合計金六降四百五圓也
　　第二條　現品受渡ハ本年拾武月末日迄二神戸税関波止場二於テ完了スルモノトス
　　第参條　甲ハ現品受渡ト同時二前金代金ノ戴分ノ壱ヲ現金ヲ以テ乙二仕払ヒ残額ハ現
　　　品受渡ノ日ヨリ起算シ満拾ケ月間猶予シ其最終ノ日二於テ全部ノ支払ヲ為スモノト
　　　　　も
　　　ス而シテ猶予残額二対シ甲ハ其期間年八朱ノ割ヲ以テ乙二利息ヲ仕払フベジ
　右契約ノ証トシテ本書武通ヲ作成シ各自記名調印シ互二壱通ヲ所有スルモノ也
　　大正試年六月拾参日
　　　　大阪市西区薩摩堀南之町五十四番屋敷
　　　　シウアントウムス商会紡織機械部　金国一一手販売店　廣田商会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣　田　慶太郎⑳
　これによると購入した力織機は30台で，同時に部分整経機1台を購入している。力織機
の代金は1台上88円，30台分5，64G円，部分整経機は765円で，合計6，405内となってい
る。現品受渡と同時に半額を現金で支払い，残額を受取日からIG霜月以内に支払うという
条件となっている。　「金銭出入帳」の3，20G円は端数5円を除いた総額のちょうど半額に
あたる。全額を支払わなければならなかったとすれば，3月宋までにさらに3，205円が必
要となったのであるが，延払いという有利な条件を得て，この負担を免れているのであ
る。
　ところで，この契約書によると現品引渡は同年ユ2月末日迄に紳戸税関波止場において完
了することになっており，その際代金の半額が直ちに支払われることになっているが，
「金銭出入帳」によってこの間の実情をみていこう。「金銭出入帳」によれば，12月27日
2円90銭セキシヨナル神戸積込賃広瀬久米吉分角熊払，同日4円90銭セキシヨナル海上保
険料850円分同上払，同日3円右同神戸右今治港水運帯同毛払，同日2円22銭同運搬料2
個努角熊払とあり，この頃にセキシヨナル到着，それ以前に神戸にて受領したことにな
る（なお積荷保険証券によると，神戸出帆大正2年12月16日であり，その時点には神戸で
うけとっていたことになる）。・また，大正3年1月25日27円鉄弓3Q台分36梱水上運搬仲仕
賃，高下元吉渡，同月93円60喪同上船賃積込保険料，広瀬久米吉払とあって，それ以前に
織機を神戸にて受領していることになる。この織機・部分整経機の代金はその半額を神戸
にて受領の際に直ちに支払うことになっていたが，前項でみたように支払いは2月4日と
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なっていて，直ちには支払われていない。この間の1月31日に広田氏より岡田恒太氏あて
に一通の書簡があった。正岡氏より織機の代金の支払いをいまだうけていないので，至急
支払うよう督促していただければ幸甚です，というものである。2月4日の支払いはこれ
をうけてなされたものと思われる。代金支払いの督促依頼が岡田恒太氏になされている
が，すでにみた契約書のごとき条件での織機の購入はこの今治綿ネル業界の有力者岡田恒
太氏の仲介によってはじめて可能であったのであろう。「金銭出入帳」にあった4月30日
70銭　岡田氏より帰路魚岩にて一酌料は，岡田氏を訪れて織機購入の仲介を依頼して承知
されたことを喜ぶ一酌料であったのであろうか。
　その他の機械器具については，12月18日418円10美リードワイヤロッド代金広田商店
払，ユ2月27日　238円ビーム40本吉野鉄工所払，12月29日380円モーター代金誰気会社払，
1月27日430円竪緯巻代金半額神谷鉄工所払，2月18日100円諸皮ボビン其他掛買代ノ内
谷口商店払，3月2日401円2筏諸夏其他代金谷口亀吉払等があり，またシャフト材料買
入費ノ内30円，同70円，シャフト其他材料費ノ内150円，シャフト其他□官金内渡i60
円，シャフト園主負額内渡し50円が，7月ユ2日，21日，10月3日，ll月4日に支出きれて
いる。釜屋に関するものとしては，！0月21日　50円大釜代及運賃ホ田中金物店払，ll月8
日　35円気温ロストルポ渡辺鶴治渡，等があるが，これらはそれほど大きくない。
　大正5年9月20日調損益計算書の資産ノ部によれば機械は9，916円10曳とされている。
　以上がこの城南織物工場の発足にいたる1年間の固定資本的投下の主要なものである。
大正5年9月20日調の損益計算書の資産ノ部に記された工場，機械器具はすでにあげた
が，それは合計13，525円10銭という造血な額となる。それは正岡，平尾両氏によって出資
きれているが，このような莫大な資金を出資し得た条件の吟味が課題となるであろう。
　平尾亀太郎氏についていえば，この1力年間に工場設立資金として6，365円81銭6厘を
立替払いしているが，この大きな金額に達する資金の出資条件が問われなければならない
であろう。現当主平尾正秋氏が先代からきいているところでは出資金は6千円で，うち3
千円は自己資金，3千円は森玄作氏からの借入金であった，ということである。3干円と
いう自己資金を捻出し得た廓情についてはあきらかではないが，後者に関連しては一通の
手紙が残されている。年度不明の12月！4日付森玄作の平尾亀太郎氏あてのものである。そ
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れによると，平尾氏は16カ月前に5，400円を森玄作より借入れ，その利子777円60曵とを
あわせて6，177円60i隻を返済している。この文書は借用証の返還ではなく，2円29美多く
払いすぎていることを知らぜる手紙であり，したがって担保物件等については何も知るこ
とができない。しかしこの平腱亀太郎氏は水田6反歩を分与されており，それが担保にさ
れていたであろう。大正5年9月調査では設立期の立替分金員とともに根抵当土地2，0GO
円を出資している。このゴニ地がいかなる土地であったのかは判断しがたいが，森玄作から
の借金を返済して抵当解除となつt6反歩の土地をあてたものとも思われる。いずれにし
ても城南織物工場を設立するにあたって必要な資金を調達し得た条件のひとつはこの本家
から分与ぎれた土地所有に’あったものと思われる。この森玄作は同じ鳥生の地主である
が，そこからの借入には本家の信用力が背景となっていたなどのことがあって，本家の力
が大きくあずかっていたものと思われる。
　なお正岡七重氏も現金順次出のほかに3，500円根抵当土地を出資金としており，これま
た平尾氏を5割もうわまれる土地を基盤としている。この時期に一挙に力織機をもって創
業した新規織物工場経営成立の一条件がこの土地所有にあることを示しているといえよ
う。
（3）城南織物工場における原料糸購入，製品販売事情
　前項のごとき経過をたどってこの城南織物工場は設立された。本項ではこの城南織物工
場における原料糸購入・代金支払方式，製品販売・代金受払方式をみていく。
　（i）原料糸の購入・代金支払方式
　「金銭出入帳」にはすでに操業調始に先立つ3月lc・3件の目代支払があったが，代金は
五十二銀行支店，今治商業銀行に払込まれている。取引糸店は八代，不破両糸店である。
大正5年9月20日調査において原糸買約残としてあげられているのは460個あるが，買約
店名としては田附糸店，不破糸口，岩友糸幅，伊藤閉店があり，これらが原料糸購入先で
あった。
　原料糸代金の支払方法については，大正9・10年から昭和12年頃までのこととして，つ
ぎのごとき荷為替手形で行なわれた，という。大阪の綿糸商からの綿糸は荷為替手形で送
られてくる。荷物と為替をうけとった運送店は為替手形のみを銀行に持参する。機業家の
銀行べの支払は発送から10日目にはなされなければならず（10Ei手形），払込をうけた銀
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行から入金通知をうけた運送店は荷物を機業家に手渡す，というものである。これが原則
であったが信用のある機業家に対しては，糸商は為替の支払がなくとも到着次第荷物を機
業家にひきわたすよう運送店に依頼するのであるが，城南は先に荷物をうけとり，手形の
期βに銀行へ支払という信用取引が行なわれた，ということである。
　（P）製品の販売・代金決済方式
　同じく大正5年9月20日調べの製本売約残によると，売約残185梱で，売約商店は大五
商店，小寺商店，永安商店，宮崎商店，直川商店である。また大正4年12月22日以後の記
入がある「代金取立手形通帳」によると，仕払入は岡山市木原通一，大阪市大五商店，大
阪市小寺喜太郎，大阪了1了直川安次郎，大阪市永井安兵衛，大阪市浦野商店，大阪市玉井商
店となっていて，これらを販売先としている。彼等との代金の決済は手形で，約1カ月先
払いであったというが，現在残されている文書のなかに2枚の為替手形と上記「代金取立
手形通帳」があるので，これによってこの事情をみていく。
　大正6年1月17日に平尾亀太郎を振出人とする為替手形は，直川安次郎を支払人とし，
株式会社五十二銀行今治支店又は其指図人を支払先とし，支払期日を2月ユ5日とするもの
である。直川安次郎はこの今治商業銀行今治支店によって支払先とされた株式会社近江銀
行に支払っている。城南織物工場は大正4年2月に五十二銀行今治支店と「手形割引根抵
当契約書」をかわし，工場財団所有物件を担保とした。7千円を限度とする根抵当契約を
結んでいるが，この為替手形には「代手l14」の押印があり，代金取立手形であろう。
「代金取立手形通帳」は，まさにこの代金取引手形で回収していることを示している。同
1展面は12月23日置木原通一を支払人とする8枚の手形記載からはじまる。210円　期Eil
月5日，465円同1月7日，280円同1月9日，140円同1月12日，140円融1
月14Ei，280円　同1月16　EI，350円　同1月19日置202円　同1月20日，で，　l　A・7日，
8EI，　IO日，14日，15日，21日，同じく21日にそれぞれ受領している。この8件の手数料
80斐を21Elに支払っている。代金取立手形脅発行し，これをその都度記帳iしたものであろ
う。同家が為替手形により代金を回収しており，それを銀行にて割引くことをせずに代金
取立手形として小額の手数料で支払をうける堅実な方法をとっていたことが示されている
のである。
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　　トを組織し，これに日銀が200万円を貸出すことを内定（同200ページ）。同7月
　　工6日記事，今治機業救済のため今治商業銀行，五十二銀行などがシンジケートを組
　　織し，日本銀行より200万円を限度に滞貨（担保）の時価の半額を貸出すことに決
　　定，機業家・聞屋の手持ち270万反，銀行倉庫に70万反滞貨（同2ユ1ページ）。
（41）（8）と同一表。
（42）『愛媛新報』大正3年4月7日。
（43）以下で使用する城南織物工場に関する文書類はすべて平尾正秋氏（1912年生れ，故
　　平尾亀太郎氏長男，今治市烏生）所蔵のものである。快く閲読をおゆるしくださっ
　　た同氏に謝意を表する次第である。
（44）なお（6＞と同一書，ユ35ペーージによると，大正9年の旭起毛の起毛機はユ9台となって
　　いる。
（45）　　売渡証
　　一城南織物工場二据付アル諸機械及其附属物件井二備付アル器具物品其他買入アル
　　　豫備品トモ悉皆今般貴殿エ費渡シ候所実正也尤モ代金ハ今般拙者脱退スルニ付可
　　　受取財産分配額ノ内二含有致シ居候，然ル上ハ右諸物件二対シー切関係無下候為
　　　後日侃テ如件
　　　　大正五年十月十日
　　　平尾亀太郎殿　　　　　　　　　平岡七重⑳
　　この譲渡証には譲渡契約書，大正五年九月廿日調査負債之部・資産之部・計算：書，
　　受領書等が附録されている。
（46）「神之四通　三三工場譲受証　　昭和五年」中の，物品売渡証（昭和2年9月！9
　　日）による。
（47）　「工：場法二関スル届害」。
（48）立花村の戸数割における平尾本家（幾治・馬治），平尾亀太郎家の位置は表のとお
　　りであるが，土地所有の・一定の大ききを示すものといえよう。
騨響陛調聾矧楚覇誓暫｝梅毒翌詠
唱　戸　数
平尾本家
平尾亀太郎
472戸
21～34位
466
18fi”30
445
ユ9～25
76－」86
44フ
15－J18
72～フ5
453
ユ5～23
フ2～74
469
14～ユ5
ユ6～20
470
ユ3～15
9NIO
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392
　　　各年度の「村会議察・村会議事録綴　越智郡立花村役場」
　　　申の「県税戸数割税等級課額表」による。
（49）　「工場財団所有権保存登記申請書」中の「工場財団目録」。
（今治市役所蔵）
附記　本稿は1976年（昭和51年）度文部省科学研究費補助金を得た「大正期西日本
　　　における農村工業の動力化と地主制」　（神立春樹，葛西大和）の研究成果の
一部である。
（］、976年10月31ED
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